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要旨
目的：この研究は、伝統的養育システムや養育環境が急変していく現代にあって、子どもを出産し新しい家族を形成
していく夫婦が、親として。夫婦としてそして一人の成入としてどのような意識の変化があり・どのような役割をと

っていくのかを調査。
調査内容と方法；子どもの出生後1年間の親の育児、子どもとの関わり（愛着行動一あやす、抱く・話しかける〉・
子どもと一緒にいる時の親自身の気持ち（子どもへの肯定的感情〉、子どもが生れてからの生活の変化への適応・バ
ートナーとのコミュニケーション、パートナーとの閲係や親密度、自分自身の自尊感情などについて。子どもの出生
1カ月時、6カ月時、1力年時の計3回継続して同一の調査対象者に郵送隅査。対象は、東京一愛育病院で出産をし
た夫婦320組。今報告は子どもの出生後1力年時の父親のアンケート調査結果。集計対象数は98例。
結果1対象全体の1力年時の傾同は、子どもとの関わり・子どもの世話などをよくしている。子どもへの肯定的感情
も高い。立会い分娩の経験別に検討すると、立会い分娩群は対照群に比べ子どもとの遊びや世語をよくしており・動
きのある遊びが多い。子どもへの肯定的感情得点も高く、子どもに対する関心が全体的に高い傾向がある。また・パ
ートナーとのコミュニケーションもよくとっており親密性・自尊感情（役割意識、自己確信）が高い傾向がある。

見出し語1父親、乳児、夫立会い分娩、育児、愛着的行動、自尊感情
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1目　的

　出産準備教育や乳幼児のための家族への援助のあり方

を検討するための資料として、対象となる妊産婦とその

夫（パートナー）に次のような観点で意識調査を実施す

る。核家族など価値観の著しく変化する現代の都市にあ

って、夫婦（カップル）が子どもの誕生という新しい家

族の一員を迎える時は〔子どもの誕生）、ライフサイク

ルにおけるく危機一ストレス＞である。このく危機の時

・経験＞を、親として夫婦としてそして一人の成人とし

て、どのように受け止めているか。このプロセスにおけ

る意識の変化や役割の取り方などを調査し考察する。

度の集計対象である夫の回答数の中には、前2回の調査

に何れも無回答であった例は含まれていない。また出生

1カ月時の回答のないものは6例のみであったので、集

計及び分析の対象はほぼ同一とみなした。

3　調査内容

　調査内容は出生後1カ月・6カ月・1力年時を通して

変わらないが、子どもの発達・成長によってに親の関わ

り方などが次第に変化すると考えられる項目につい

ては、質問の表現をかえた。なお、6カ月時に新規項目

を追加し、本文では〔新）と表示。

II調査内容と方法

　この研究では、夫婦に郵送によるアンケート調査を実

施し、子どもが誕生してから出生1年後までの夫婦の子

どもへの関わり・育児・生活に対する適応性・バートナ

ーとのコミュニケーション・自尊感情などについて考察

する。1988年度より1990年度にかけて調査対象を同一に

し、出生後1カ月時、出生6カ月時、出生1力年時の計

3回継続的に調査。

（1）子どもとの関わり

　　①子どもとの関わり

　　　あやしたり遊んだり話しかけること

②子どもの世話

　　　日常の世話、具合の悪い時などの世話

③子どもに関しての心配

　　子どものことが絶えず心配か、順調に育っ

　　　ているか心配かなど

④子どもと過ごしている時の気持ち

1　調査資料の分析視点（今年度の報告）

　夫婦で参加する出産準備教育を受講し、かつ立会い分

娩を経験した夫婦と、立会い分娩を経験をしなかった夫

婦の間では、

（1）育児や生活に対する考え方などに違いがあるか、

　　違いがあるとすればどのような特徴があるのかを

　　出生1力年時に調査をし検討。

（2）また、出生後1か月時・出生6カ月時の調査と比

　　較検討。

　今年度も前年度同様に父親（夫）の資料より報告。

2　対象

（2）新しい家族がスタートしてからの生活への適

　　応、自分自身の気持ちなどの変化

　　①生活への適応

　　　　　子どもが生まれてからの生活環境の変化に

　　　　　対する戸惑い

②　家事の協力、協力の仕方の自己評価

③妻とのコミュニケーション

　　妻に対する気持ちや態度。夫婦で共有する

　　経験の変化とその受容の過程。夫婦での育

　　児についての話し合いや相談など。

④自分自身の気持ち等の変化

　　妻との親密駐、共感性、役割意識、自己確

　　信、達成への、意欲

　対象は夫婦で参加する出産準備教育を実施している東

京一愛育病院で、1989年1月より出産をした産婦とその

夫の320組。出生後1カ月のアンケートに回答のあっ

た227組（夫婦で回答一208、饗のみ一19）に、子どもの

出生1力年時にアンケートを郵送。

　出生1力年時のアンケートの回答数は115例（回収

率51％一227例に対して）。夫婦ともに回答のあったのは

97例、妻のみ17例、夫のみ1例である。なお、今年

”1　結果と考察

　集計対象数などは表1に示す。前述した調査内容にっ

いて、立会いの経験別に差異があるかどうかを検討。

　なお、この出生1力年時のアンケート回収数が少ない

ので、初めての子どもの父親かどうか（妻の経産別）に

よるクロス集計・分析は行わなかった。
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　夫から回答のあった98例の資料を集計対象とし

た。出生1カ月調査結果の対象である立会い群76

例中37例（48，7％1、非立会い群151例中61例
（40．4％）より回答。今回の回収率は43．2％。

注）文中の表記は次のようにした

　　＊1M時一出生1カ月時の調査

　　＊6M時一出生6カ月時の調査

　　＊1Y時一出生1力年時の調査

（1）　子どもの遊び相手をしているか（表2－1）

①1Y時の立会い群・非立会い群の比較

　［よく遊んでいる］父親は、立会い群70％・非立会

い群63％で両群間に差異はなく，多くの父親は子ども

と遊んでいる。有意差はないが、［どちらかというと遊

んでいない］父親が非立会い群では多く33％。

　遊びの内容について見ると（表2－2）、親が積極的

かっ主体的に関わり体を動かしながらの遊び〔ボール転

がし、泳ぎ、ダンスなど）が、立会い群の父親の方が有

意に多く54％。母親の遊びの内容も、父親と同じく立

会い群の方が有意に動きのある遊びが多く67％。

②　1M時・6M時・1Y時の両群の比較
　両群ともに1カ月時にはあやしたりすることがなかっ

た父親が6カ月時には減少し、あやしたり・遊んでいる

割合が多くなってきている。両群とも［よく遊んで

いる］割合が子どもの成長とともに増加している。しか

し、　〔どちらかというと遊んでいない］父親は、両群と

もにその割合が1Y時でまた増加の傾向を示す。

（2）　子どもに話しかけているか（表3）

①1Y時の立会い群・非立会い群の比較

　［よく話しかけている〕が両群ともに多く、立会い群

84％、非立会い群72％。

②　1M時・6M時・1Y時の両群の比較

　1M時と6M時の比較では両群ともに［よく話しかけ

ている〕父親の割合が有意に増加したが、1Y時では6

M時の状態、とほぼ同傾向で特に増加していない。

小括一子どもとの関わり

両群ともに［遊ぶ。話しかけ］など子どもとの関わ

りは子どもの成長に添って増加。［遊びの内容］で

は、立会い群の方が有意に体を動かす遊びが多い。

また、立会い群の母親の方が非立会い群よりも有意

に体を動かす遊びが多い。

（1）　子どもの世話をしているか（表4－1）

①1Y時の立会い群・非立会い群のtヒ較

　〔よく・どちらかというと世話をしている〕割合は、

両群とも多く90％・74％である。非立会い群では、

世話をしていない割合が多い傾向がある。

　世話の内容は〔表4－2）にみるように［入浴1　［お

むつの替え］　［衣服の着替え1　［散歩〕の項目で、立会

い群の方が有意に世話をしている割合が多い。特に［お

むつや着替え・食事の世話］など基本的な日常の世話を

立会い群では80～60％以上の父親がしている。

②　1M時・6M時。1Y時の両群の比較
　1年を通してみると、両群とも全体としては世話をし

ているが、［している］割合がしだいに減少傾向。両群

とも［している］から［どちらかというとしている］に

変化。

1M時から6M時では、世話の内容が両群ともに同傾向

を示し、一緒に入浴一42％、おむっや衣服の着替え一

37％、ミルクを飲ませたり・食事の世話一34％であ

ったが、1Y時にはいろいろな世話をしている割合が増

加している傾向がある。

（2〉　具合の悪い時などの世話（表5）

①1Y時の立会い群・非立会い群の比較

両群とも［何とかしてやりたいと思い世話をする］が多

く、立会い群73％・非立会い群56％。

②　1M時・6M時・l　Y時の両群の比較

1年を通じてみると、立会い群では［何とかしてやりた

いと思い世話をする］割合が増加し、　［分からないので

世話をしない］割合が減少。非立会い群でも［世話］を

する割合が増加し、［分からないから世話をしない］割

合も一時有意に減少したが1Y時にはまた増加傾向。

小括一子どもの世話

子どもの世話をしているかどうかは、両群ともに1

年間を通してみると大きな変化はなく、両群ともに

世話をしている。だが、非立会い群では世話をして

ない割合が立会い群に比し多い傾向があり、1Y時

には26％である。泣きやまない時の世話も両群と

もに世話をしている。だが、　［子ども力呵愛そうな

ので世話をする〕割合は、立会い群の方が1Y時に

一65



日本総合愛育研究所紀要　第27集

は73％と非立会い群に比し多い。両群ともに［分

からないから世話をしない］が1M時より6M時に

は有意に減少した。しかし、1Y時の葬立会い群で

は［分からないから・関わりたくないから世話をし

ない］が18％と増加している。また、立会い群で

は［おむつ替え・着替え・食事の世話］など日常の

世話をしている人が80～60％と非立会い群に比

し有意に多い。

立会い群の父親は、子どもの日常の世話でも直接的

に関わる世話をしている。また、泣きやまない時や

具合の悪い時の世話も、［妻に協力する・妻に任せ

てしまう］のではなく、子どもの立場にたって世話

をする気持ちが起きてくることが推察される。子ど

もや家庭に関わる関心・考え方などが非立会い群の

父親とは異なるところがある。

（1）　子供のことが絶えす心配か（表6）

①1Y時の立会い群・非立会い群の比較

　両群ともに同傾向を示しこどものことが心配になる割

合は立会い群78％・非立会い群82％。

②　1M時・6M時・1Y時の両群の比較
　1年を通じてみると、両群ともに6M時で［心観・ど

ちらかというと心配になる］割合が少なくなったが次第

に増加傾向を示すV型。6M時には［心配にならない1

割合が1M時に比較し有意に増加したものの1Y時には

有意に減少う

（2）　順調な発育かどうから配か（表7）

①1Y時の立会い群・非立会い群の比較

　両群ともに［どちらかというと心配・心配になる1と

した割合が多く、立会い群85％・非立会い群71％。

［どちらかと言うと心配にならない］という割合は立会

い群8％、非立会い群30％で、非立会い群の方がその

割合が多い傾向がある。

②　1M時・6M時・1Y時の両君羊の比較

　1力年を通してみると、立会い群は［心配になら

ない］割合は逆V型で、1力年を過ぎたころにはまた減

少し、心配になる割合が増加傾向。非立会い群では、6

M時と1Y時は同傾向である。

（3）　子どものことで気掛かりなこと（新一6M、1Y〉

①1Y時の立会い群・非立会い群の比較

　両群ともに［気掛かりなことがない］割合が多く、立

会い群68％・非立会い群79％。

②　6M時・1Y時の両群の比較

　6M時と1Y時とは同傾向である。しかし、立会い群

の方がやや気掛かりのある割合が多い。

　気掛かりなことはく心臓のope、眼振、脱臼など＞身

体的なことが少数例で、多くはく自己主張が強い、かん

しゃくを起こす＞く友達と遊ばない＞く食が細い、 食べ

過ぎ＞く大きく育っか＞〈アトピーにならないか＞く指

しゃぶり、夜泣き＞などである。

小括一子どもに関しての心配

子どものことが絶えず心配か一一6M時頃の子ども

は、成長と発達に伴いに多くの場合は安定してくる

ので、親もほっとする時期である。だが、一歳前後

からの歩き初めに伴い、子どもの活発な行動に親の

心配も増加してくるものと考えられる。

順調な発育かどう力沁配一一前問と同様に、発達に

伴う親の心配が増えてきていると考えられる。この

項目でも両群閤の父親のく子どもへの関心＞の違い

が伺われ、立会い群の方が関心が高い傾向がある。

気掛かりなこと一一発達・成長に伴う子どもの様々

な状態や心理状態に親は戸、惑い、将来もくこんな子

どもになるのではないか＞という心配もおきている

ようである。また、親の期待やイメージしている子

どもの年齢が3～5歳ぐらいの場合もあり、その年

齢の子どもと比較して心配しているところもある。

また、〈言葉の遅れ＞く歩かない＞くコミュニケー

ションがへた＞などは各1～2例であったが、十分

な観察と援助が必要な例かどうかは定かではない。

子どものことに関する心配は、子どもの発達・成長

に伴い行動領域などが拡大され、次第に親の心配の

割合が増加している。立会い群では、順調な発育か

どうか心配・気掛かりなことがあるなどの割合がや

や非立会い群よりも多い。両群間にく子どもへの関

心＞に違いがみられる。

（1）　子どもの相手をしたり・世話をしたりするのが

　　　楽しいか（表8）

①1Y時の立会い群・非立会い群の比較

　両群ともに［楽しい」という父親の割合が多く、立会
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い群76％・非立会い群61％。

②　1M時・6M時・1Y時の両群の比較

　1力年を通じて見ると、立会い群では［楽しい〕とい

う父親の割合が79～76％、非立会い群では67～6

1％で、有意な変イヒはみられない。

（2）　子どもと過ごしている時の気持ち（表9）

各項目を5段階評価に各項目の平均値を表に示した。

①1Y時の立会い群・非立会い群の比較

　［申緒にいたい］［守ってやりたい］の項目では、立

会い群の方が非立会い群に比べ有意に平均得点が高い。

②　1M時・6M時・1Y時の両群の比較
　立会い群は各項目で肯定的得点が次第に上昇。ところ

が、　［イライラする］　［犠牲になっている感じ］　［煩わ

しい］［疲れを感じる］〔負担にかじる］などの項目で

は、やや肯定的平均得点が1Y時には減少している。

割合が立会い群に比べ低いので、不安や負担に感じ

ることが少ないとも考えられる。また、子どもに感

じる肯定的気持ちも立会い群に比ぺ各時期とも得点

力紙いことから、子どもへの関心が立会い群に比し

低い傾向があると考えられる。

両群の間で子ども好きかどうかに差異がないが、子

どもと接している時の肯定的気持ちが、立会い群の

ほうが高いことなどから、＜子ども好き＞であるこ

とが直接的に子どもへの肯定的感情・気持ちに結び

つくものではないと考えられる。非立会い群は子ど

もへの関わりの割合が低いので、子どものことを不

安に感じたり負担に思うことが少ない傾向がある。

（3）　子ども好きかどうか

①1Y時の立会い群・非立会い群の比較

　両群とも子どものことが［どちらかというと好き・好

き］という父親が多く立会い群89％・非立会い群88

％である。

②　1M時・6M時・1Y時の両群の比較
　6M時では両群ともに子ども好きの割合には有意の増

減が認められないが、　［どちらかというと好き］の割合

がやや増加している。しかし、両群ともに［どちらかと

いうと好きではない｝割合もやや増加している。1Y時

ではほぼ6M時と同傾向である。

小括

子どもと過ごしている時の気持ち一一立会い群の父

親が、［イライラ・疲れ・煩わしい・負担］などの

項目で肯定的得点が1Y時でやや減少したのは、こ

の群では世話をしたり関わりをもっている割合が多

いので、その時の気持ちが率直に反映されていると

思われる。しかし、子どもに対しては肯定的気持ち

を感じその得点は高い。

立会い群の父親は否定的感じが起きても、子どもに

対してはその否定的な感じ方・経験を投影していな

いと考えられる。

非立会い群では、各項目で肯定的得点が次第に減少

傾向がある。しかし、　［不安になる］　［負担に感じ

る1［エネルギーを感じる］項目では、肯定的得点

が上昇傾向にある。罪立会い群では子どもに関わる

（1）　生活の変化に戸惑いを感じているか（表10）

①1Y時の立会い群・非立会い群の比較

　両群とも［戸惑っていない〕父親の割合が多く、両群

ともOこ62％。

②　1M時・6M時・1Y時の両群の比較
　6M時ぞは1カ月時に比べ、立会い群では生活に対す

る戸惑いに余り変化がない。一方、非立会い群では［ど

ちらかというと戸惑っている］割合が有意に増加してい

たが、1Y時には両群ともに戸惑っている割合が減少。

しかし、1ヵ年を通してみると両群ともに戸惑っている

かどうかの割合に大きな変化はない。

（1）家事などの協力をしているか（表11）一

①1Y時の立会い群・非立会い群の比較

　立会い群は、　［どちらかというとしている・して

いる］割合が70％・非立会い群では44％で、有意に

協力をしている割合が立会い群に多い。

②　1M時・6M時・1Y時の両群の比較
　1力年を通じてみると、立会い群では協力を［してい

る1割合が次第に減少し、　［どちらかというとして

いる］割合が増加している。また、6M時には協力を十

分にしていない割合が増加して30％になったが1Y時

には減少。
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〔2）　家事などの協力についての自己評価（表12）

①1Y時の立会い群・非立会い群の比較

　協力の自己評価は［当然のこと・自分としては努力し

てやっている］は、立会い群で62％・非立会い群では

』43％。非立会い群では〔協力できない・しかたなくや

っている〕割合が多い。

②　1M時・6M時・1Y時の両群の比較
　立会い群では［協力したいができなく残念］が6M時

に有意に増加し25％から44％だった。だが、1Y時

には24％に減少し協力している人の割合が増加。非立

会い群は全体的には大きな変化がなく、協力できなく残

念が1Y時に増加し、協力していない割合が多い。

るいは自由にしたい＞く具体的なしっけ方が違う一トイ

レットトレーニングなど＞く夫婦の基本的生活習隈が違

う＞く将来の教育一受験など＞と、多岐に渡っている。

（5）夫婦で経験する生活経験の変化（表13）

①1Y時の立会い群・非立会い群の比較

　両群とも共有する経験が増えたきたと：思っている割合

が多く、立会い群78％・非立会い群80％。

②　6M時・1Y時の両群の比較

　立会い群はl　Y時で共有体験が減少してきた割合が増

加。

ilii煮i自慰自寡の気持ち等の変f琶邊lii

（1）　子どもの様子について妻と話しあうか

①1Y時の立会い群・非立会し群の比較

　両群ともに話しあっており、立会い群95％・非立会

い群92％。

②　1M時・6M時・1Y時の両群の比較
　両群ともに話し合っている割合が次第に増加。

（2）　妻が赤ちゃんのことで心配・不安な時に椙談に

　　　のっているか

①1Y時の立会い群・非立会い群の比較

　両群ともに［相談にのっている］割合が多く、立会い

群62％・非立会い群48％。

②　1M時・6M時・1Y時の両群の比較
　両群ともに［相談にのっている］割合が増加。

（3）　育児の方針等について話しあうか（新一6M、1Y）

①1Y時の立会い群・非立会い群の比較

　両群ともに話しあっている割合が多く、立会い群84

％、非立会い群74％。

②　6M時・1Y時の両群の比較
　両群ともに話しあっている割合は同傾向。

（4）　育児の考え方や育児の仕方が妻と意見が違うこ

　　　とがあるか（新一6M、IY）

①1Y時の立会い群・非立会い群の比較

　両群とも［どちらかというとない、ない］が多く、立

会い群81％・非立会い群87％。

②　6M時・1Y時の両群の比較

　両群ともに話しあっている割合は同傾向。育児の考え

などの違いは、＜夫婦のしつけの方針が違う一厳格にあ

（1）　最近の自分自身について（表14）

①1Y時の立会い群・非立会し群の比較

　妻との親密性、共感腔、役割意識、自己確信、達成へ

の意欲等からなる項目を作成し、5段階評価で検討。

　両群間の項目において平均得点に有為な差は認められ

なかった。立会い群では、｛鋸ll意識（頑張りたい・やる

ぞという気持・家族の期待に応える）などの項目で非立

会い群に比しやや得点が高い。

②　1M時・6M時・1Y時の両群の比較

　1力年を通じてみると、両群ともに得点に着干の上下

はあるが、有意の差は認められない。

　3回の調査で立会い群の平均働点が非立会い群に比し

高い傾向であった項目は、以下の通りである。［やるぞ

という気持ちがわいてくる］［家族の期待に応えて

いる］という役割意識の項目。［妻と悩みを・喜びを共

有したい］という親密性の項目、そして〔自信がある］

［人のために力になれる」の自己確信の項目である。

小括

生活の戸惑い一戸惑いは子どもの誕生や成長によっ

て、今までのライフスタイルに変化がおきて生じて

じてくるものと考えられる。この調査では多くの父

親が生活の変化を予測しており、全体的には戸惑い

が少ないという結果になったと理解できる。

　6M時にはやや戸惑う割合が増えることからも、

あらかじめ父親や家族が、子どもの発達や成長とそ

れに伴う生活についての知識や情報などを得て理解

していることが望ましい。

立会い群における［妻との親密匪・役割意識・自己

確信］についてみると、非立会い群に比べ1力年の
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閤一貫として平均得点が高い傾向がある。

IV　まとめ

　（3）子どもに関する心配など

　子どもが順調に発育している・気掛かりがあるかとい

う項目でも、立会い群の方が非立会い群よりも心配など

の割合が多い。これも子どもとの関わりがあるので関心

が高くなり心配の要素も出てくるのであろう。

＊なお、1M時及び6M時の報告は紀要の第25集・

　26集を参照，されたい。

　（4）夫自身の気持ちの変化

　立会い群における妻との親密性・　露II意識・自己確信

にっいてみると、非立会い群に比べ1年間一貫として平

均得点が高い傾向にある。

（1）子どもとの関わり一遊ぶ・話しかけ

　両群ともに［遊ぶ・話しかけ］などは、子どもの成長

に従い増加の傾向。　［子どもの日常の世話］も両群とも

にしている。

　しかし、両群の間では遊びの内容や・世話の内容・泣

きやまない時などの世話をする際の気持ちなどに

違いがみらる。立会い群の方が動きのある遊びを多くし

ており、また子どもの排泄・食事・着替え・入浴など基

本的生活の世話もしている。

（2）子どもと関わっている時の気持ち

　子どもと関わっている時の気持ちについて3回の調査

を検討。1M時では、肯定的項目において両群に有意差

はなく高い得点であった。しかし、父親が子どもに［不

安になる、犠牲になっている、煩わしい］と感じる否定

的項目においては、立会い群の得点が有意に低い。

　6M時では［不安］の項目が同じく有意に低くい。ま

た、［楽しい、エネルギーを感じる］という肯定的項目

が有意に立会い群の得点の方が高い。

　1Y時でも子どもに対する否定的気持ちの項目に有意

差はないが、否定的な気持ちは立会い群の方斜底い。ま

た、［一緒にいたい〕［守ってやりたい］という肯定的

項目では有意に立会い群の方力鴨点が高い。

　このように立会い群の父親に、保護的・養育的な気持

ちが起きていることは、子どもとの遊びや世話など関わ

りあいが多いことが要因となっているのではないだろう

か。立会い群を1力年通じてみると、［犠牲になってい

る・煩わしい・疲れを感じる・負担に感じる］などの項

目では肯定的得点が減少傾向にある。だが、これらの気

持ちは子どもに対する気持ちには投影されていない。

　前述したが、＜子どもの好き＞かどうかということよ

りも、積極的な関わりあいが、父親の子どもへの関心や

気持ち（親の憎緒性をポジティブなものにする）に影響

を与えているのではないだろうか。

　（5）まとめ
　両群を比較検討すると、立会い群では子どもとの遊び

世話に関わる割合が多く。その関わりあいも子どもとの

身体的ふれあいと動きのあるものが多い。また、子ども

とに対する気持ちも肯定的である。日常の世話や関わり

による疲労感などもあるが、その否定的気持ちは子ども

に投影されていない。妻とのコミュニケーションも多い

傾向があり、親密性の得点が高い。f鋸1憶識や自己確信

の得点も高い。

　非立会い群の父親も子どもの成長に伴いあやしたり遊

ぶ割合が増えている。だが、子どもと関わっている時の

気持ちなどには、1年間を通じての変化はみられない。

また、発育のことなどに関する心配も多くはない。

　以上より、子どもに対する関心・気持ちなどは、子ど

もとの関わりや世話によって変容していくのか、父親の

人生観などによるものなのか、どのような要因によるも

のかについての分析は今後の研究課題である。

　1歳前後から子どもたちは歩き始める。子どもたちの

行動範囲は拡大され、母親からの心身の分離の練習が始

まる。安定し心地よい母子関係も距離が近すぎると、密

着による緊張関係をはらみ始める時期である。

　この時期の父親（母親以外の世界の代表という．意味）

の関わりのもつ意味は、子どもが母から離れて生活する

経験によって、母からのく距離＞を取ることで世界を拡

大して行くことを促進させ学ぶ機会が与えられることで

ある。日常の世話にしても、母親と違う世話の仕方を通

して〈母親とは違う経験＞を学ぶ。母親との共生関係か

らく脳緒＞の切断に向けての練習に立会い・促進する働

きが父親の役割にある。
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　R，EMDEが述ぺているように、基本的情緒が複雑で高次

の構造を持つ情動の世界が発達するには、親子両者の陽

緒的応答性が大事であり、ポジティブな情緒が育つこと

がまず大切である。ボジティブな情緒が乳幼児を外界へ

の注目や探索行動を、そして学習、意欲を促進する作用と

なる。また、情緒により新しし噺動や対応の仕方を身に

つけ、新しい関係が開かれて行くので、情緒は変容機能

であり認識機能であると言われている。

　母親の関わりより父親の関わりの方が活発で攻撃的で

刺激的で、より身体的活動性のある遊戯的な関わりであ

ることが多いということは知られている。そしてこのよ

うな関わりを体験する子ども〔12カ月頃から）は、歓

喜と興奮と楽しみなど経験し、快の情緒を体験する。こ

の体験は子どもの清動を刺激し、筋肉的感覚・身体的感

覚を楽しませ身体自己感覚を培ない発達に影響をもたら

す。父親の子どもの世話は、前述したように子どもにく

母以外の世界〉を経験させることでもあるが、父親の家

事の協力も含めて、母親に心身のゆとりをもたらすこと

に影響を与え、ひいては母親の子どもへの関わりを安定

したものにすることになる。母子関係の安定と、母子分

離、子どもの適切で自発的な社会化への環境作りの基盤

となる。

　この意味においても、父親の子どもへの関わりは第1

に、母親以外の世界への興味・関心を引き出し、探索を

援助し、この時期に大切な母子分離のを円滑に進める働

きをする。また、様々な要因を統合した情緒の機能を拡

大し心の発達に彰響を与える。第2には、間接的ではあ

るが母親の心身のゆとりと安定を支えることにより、良

い母子関係に影響を与える。
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＊　訂正とお詫び

紀要25・26集の報告の〈表＞に誤植がありま

したのでお詫びを申し上げます。

訂正の箇所は＜1カ月調査の非立会い群の％値の

数字＞で、本報告で訂正をいたしました。

統計はコンピューターにて処理をし、紙面の数字

を使用しておりませんので、検定の結果などには

影響はありません。

おわりに

　当然のことであるが、親にとって心配や不安がないこ

とが望ましいのである。だが、く心配や不安を取り除く

ための情報や知識の提供や教育＞という発想には留意が

必要である。疑問や心配や不安というものは、知らない

ことから起きることもあるが、積極的な関心からも生じ

ることが多い。今報告のように主体的な関わりあいの中

から問題（prob1㎝．）や心酉肋∫生じてくる場合もある。

　出産・育児に関する学級や教育では、問題提起者であ

る親自身が考え・選択し・行動していけるような清報の

提供や援助過程が大切であろう。
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（表1）　集計の対象

回答の内訳 立会い群 非立会い群 計

出生1カ月時 （1M） 76例 151例 227例
夫婦で回答あり 48 83 131

63．2％ 55．0％

出生6カ月時 妻のみ回答あり 3 9 12
（6M）． 3，9艶 6，0鶉

夫婦共回答なし 25 59 84
32．9飴 39．1％

夫婦で回筈あり 難弼撚灘 黙騰e騰 餓羅購鱗窪
48．7％ 39．7％

出生1力年時 妻のみ回答あり 5 12 17
（1Y） 6．6 7．9

夫のみ回答あり 0 撚灘馨 嚢羅鰯購簾i

0．7

夫婦共回答なし 34 78 112
44．7 51．7

（表3）話しかける

％表示 1M 6M 1Y 1M 6M 1Y

よくしている 59．2＊監 83，3＊聖 83．8 46．4承2 69．9承2 72．1

どちらかというと 0．3 12．5 16．2 34．4 25．3 24．6
している

どちらかというと 3．9 4．2 9．3 3．6 3．3

していない
していない 0．1 一 ， 騨 『

N． A 5．3 一 9．9 1．2 一

注｝＊魯立会い群の　1カ月時と6カ月時一κ2P〈0．05
　＊2非立会い群の1カ月時と6カ月時一κ2P〈0．05

注）＊出生1カ月時の集計対象資料（夫）一一227例
　＊出生6カ月時の集計対象資料（夫）一一131例
　＊出生夏力年時の集計対象資料（夫）一一　98例（懇印）

（表2－1）あやしたり・遊ぶ （表4－1）子どもの日常の世話

立会い群 非立会い群 立会い群 非立会い群

％表示 1M 6M
1Y　　IM

6M 1Y ％表示 1M 6M 1Y 1M 6M 1Y

よくしている 50．0 60．4 70．3　　40．4 47．0 62．8 よくしている 47．4 43．8 35．1 31．8 31．3 23．0

どちらかというと 32．9 33．3 10．8　　37．1 44．6 4．9 どちらかというと 34．2 41．7 54．1 33．8 47．0 5α．8

している している

どちらかというと 10．5 6．3 18．9　　12．6 8．4 32．8 どちらかというと 9．2 6．3 10．8 19．2 16．9 26．2
していない していない

していない 1．3 一 一 一 していない 3．9 8．3 一 5．3 4．8 冒

N，A 5．3 － 一　　　9．9 一 一 N，A 5．3 一 一 9．9 冒

（表2－2）1力年時一父母はどんな遊びをしているか

遊　び　の　内　容
　　　　　　　　％表示

立会い群 罪立会い群

父親 母親 父親 母親

体を動かす遊び（室内・屋外）
ボール、ダンス、泳ぎ、高い高い一お馬さんごっこ

54，1＊［ 65，7＊2 21，3＊1 47．2＊2

公園での遊び（屋外）

散歩、砂、滑り台、ブランコ
37．8 52．4 26．2 50．0

ごっこ遊ぴ等 （室内）

ママごと、電話、ぬいぐるみ、

積み木

27．0 47．0 18．0 51．4

絵本の読み聞かせ・歌 18．9 61．9 21．3 58．3

（表4－2）1力年時一父親はどのような世話をしているか

世話の内容　　　％表示 立会い群 非立会い群

一緒に入浴、入浴の手伝い ＊L83，8 承L62，3

おむっを替える ＊［78．4 ＊L52．5

食事を食べさせる 64．9 49．2
散歩に連れて行く ＊164．9 ＊L42．6

衣服を蔚替えさせる ＊監62，2 ＊L37，7

むづかった時の世話 35．1 31．1
寝　か　し　つ　け　る 32．4 29．5
注）＊’立会い群と非立会い群間で一κ2Pく0，05

注）＊L立会い群と罪立会い群の父親一κ2Pく0．01
　薪　立会い群と非立会い群の母親一κ2P＜0．05
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（衷一5）具合が悪い時や泣きやまない時の世話 （6）子どものことが絶えず心配か

　（1カ月時一くしゃみ等ちょったしたことが’慨）

立会い群 非立会い群
％表示 1M 6M

1Y　　IM
6M 1Y

％衷示 1M 6M 1Y 1M 6M 1Y
世話をする 10．5 66．7 73，D　　31．8 57．8 55．7

心配になる 31．6 10げ4 37．8 24．5 19．3 42．6
妻が大変なので 27．6 31．3 18，9　　33，8 33．7 26．2

世話をする どちらかというと 31．5 35．4 40．5 33．4 19．3 39．3
わからないので世 35．5＊L 2．1＊［ 5．嘆　　19．2＊2 8．4＊2 16．4 心蔑になる

話をしない どちらかというと 23．7 20．8 16．2 22．5 42．2 16．4
関わりたくないの 21．1 胃 一　　　5．3 膠 1．6 ’已配にならない

で世話をしない ’亡概にならない 7．9＊L 33．3ゼ 5．4＊1 4．6＊2 19．3＊2 1．6

N．A 5．3 一 2．7　　9．9 一
＊2

N．A 5．3 F 一 9．9 一 一

；士、　　L　亡△ 群（1→r　B瞳レ復崩臼眺
2

D！血　几口注1＊L立会い群の1カ月時と6カ月時一一κ2Pく0．01
　＊2非立会い群の1カ月時と6カ月時一κ2P＜0．01 注）＊監立会い群一一κ2Pく0．01

　＊2非立会い群一κ2Pく0．01

（7）罵周な発育かどうか心酒己か

％表示 1M 6M 1Y 1M 6M 1Y

心配になる 36．8 22．9 32．4 52．3 34．9 41．0

どちらかというと 36．8 43．8 51．4 27．2 38．6 29．5
心配になる

どちらかというと 11．8 22．9 8．1 7．9＊L 24，1＊L 29．5
心配にならない ＊L

心齪にならない 9．2 10．4＊2 8．1 2．0 2．4承2
口

N．A 5．3 冒 一 10．6 冒 口

騨、　　　　　‘ヒ白ム 羅注）ボ

　＊2
非立会い群一κ2P＜0．D1
6カ月時の立会い群と非立会い群間で一κ2Pく0．05

（8）子どもの相手をしたり・世話をするのが楽しい

立会い群 非立会い群

％表示 1M 6M 1Y 1M 6M 1Y

楽しい 78．9 77．1 75．7 66．9 60．2 60．7

どちらかというと 15．8 22．9 21．6 19．9 33．7 32．8
楽しい

どちらかというと 一 需 一 3．3 4．8 4．9

楽しくない
楽しくない 一 響 2．7 一 1．2 一

N．A 5．3 甲 一 9．9 層 夏．6

高十、　　　　5ヒτヤム 甜注｝＊監

　＊2
非立会い群一κ2P〈0．倣
6カ月時の立会い群と非立会い群問で一κ2Pく0，05

（9）赤ちゃんと過ごしている時の気持ち

則一初産 6M一初経 1Y一初経 1M一初産 6M一初経 1Y一初経

いとおしい 1．7 1．マ5 1．85 1．7 1．87 1．70

不安になる ＊L　1．3 ＊21．54 1．47 ＊L　O．8 ＊21．06 1．13

イライラする 1．4 1．42 ユ．22 1．3 1．22 1．05

窄緒にいたい 1．6 1．58 ＊41．72 1．4 1．49 ＊41．40

自信がない 1．4 1．53 1．50 1．3 1．49 1．36

気持ちがなごむ 1．5 1．67 1．61 1．5 1．56 1．44

犠牲になっている感じ ＊1　1，7 1．43 1．47 ＊11．3 1．41 1．20

楽しい 2．0 ホ31．81 1．84 1．6 承31．66 1．76

可愛い 1．9 1．88 1．83 1．8 1．91 1．63

煩わしい ＊1　1．6 1．27 1．31 ＊11，3 1．34 1．26

守ってやりたい 1．8 1．83 ＊51．92 1．6 1．65 ホ51．50

疲れを感じる 0．7 0．63 D．56 0．6 0．71 0．67

喜びを感じる 1．7 1．78 1．81 1．6 1．63 1．63

負担に感じる 1．5 1．35 1．31 夏．3 1．34 1．42

エネルギーを感じる 1．6 ＊21．79 1．75 1．3 宰21，48 1．62

あとには引けない感じ 0．4 0．15 0．24 0．5 0．23 0．44

注）　5騨皆醐辱点（＋2，＋1，0．一1，一2）

注）否定的項目の得点は、高得点に従い肯定

　的反応として換算

注）＊’1M時の立会い群と罪立会い群問で

　　　　丁検定危険率5％（片側）有意

注）＊26M時の立会い群と非立会い群間で

　　　　丁検定危険率5％（両側）有意

　＊36M時の立会い群と非立会い群間で

　　　　丁検定危険率5％（片側）有意

　＊41Y時の立会い群と非立会い群間で

　　　　丁検定危険率5％（両側）有意

　＊51Y時の立会い群と非立会い群間で

　　　　丁検定危険率1％（両側）有意
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千賀他：夫立会い分娩の経験別に見た育児への関わりについて13｝

（10）生活の変化に戸惑いを感じているか （U）家耶などの協力

立会い群 非立会い群 立会い群 非立会い群

％表示 1M 6M 1Y 1M 6M 真Y ％表示 ユM 6M 1Y 1M 6M 1Y

戸惑っていない 61．8 66．7 62．2 47．0 62．7 62．3 している 38．2 31．3 24．3＊監 25．2 21．7 16．4
＊1

どちらかというと 26．3 25．0 35．1 33．8 21．7 27．9 どちらかというと 32．9 35．桑 45．9＊監 30．5 24．1 27．9

戸惑っていない している
＊L

どちらかというと 3．9 8．3 2．7 7，3＊［ 1嘆．5＊L 6．6 どちらかというと 15．8 31．3 18．9 23．2＊2 39．8＊2 39．3

戸惑っている していない

戸惑っている 1．3 一 一 2．0 薗 3．3 していない 6．6 2．1承3 8．1 9．9 14．5＊3 15．4

N．A 6．5 一 口 9．9 1．2 一 N．A 6．6 一 2．7 11．3 一 冒

注）＊L非立会い群の1カ月時と6カ月時一κ2P＜0．05 注1＊L　l　Y時の立会い群と非立会い群間で一κ2Pく0，05
　　　　　（当然の寓・努力している人を合計し両群を比較）

　　＊2非立会い群の1カ月時と6カ月時一一κ2P＜0．05
　　＊36カ月時の立会い群と非立会い群問で一冗P＜0，D5

（12）　家耶などの協力についての自己評価 （13）　夫婦で共有する生活経験の変化

立会い群 非立会い群 立会い群 非立会い群

％表示 1M 6M 1Y 1M 6M 1Y ％表示 真M 6M 1Y 1M 6M 1Y

当然のこと 36．8 25．0 29．7 23．8 28．9 19．7 とても増えてきた 30．3 31．3 21．6 25．2 28．9 19．7

努力している 27．6 25．0 32．4 19．9 15．7 23．0 どちらかというと 52．6 52．1 56．8 45．0 41．0 60．7

増えてきた

協力できなく残念 25．0＊幽 43．8＊L 24．3 30．5 38．6 42．6 どちらかというと 3．9 8．3＊L 18．9 13．2 22．9寧L 16．4

減ってきた

仕方なく 3．9 4．2 5．4 4．0 8．4 6．6 減ってきた 1．3 一 一 0．7 一 1．6

やっている
その他 薗 2．1 2．7 8．6 6．0 6．6 その他 曽 2．1 2．7 1．3 一 1．6

N．A 6．6 5．4 13．2 2．4 1．6 N．A 11．8 6．3 14．6 7．2 一

注）＊L立会い群の1カ月時と6カ月時一一κ2P＜0．05 注）＊’6カ月時の立会い群と非立会い群間で一κPく0、05

（14）最近の自分自身について
立会い群 罪立会い群

1闘一初産 6M一初経 1Y一初経 1M一初産 6ト1一初経 1Y一初経

妻と一緒にいたい 1．45 1．38 1．37 1．50

妻と離れると ＊L　O．30 0．11 ＊L－0．15 D．43

自分に確偶がある 1．28 1．03 1．又1 1．00

自分に誇りがある ＊L1．17 0．78 ＊聖0．90 1．00

決断ができる 1．45 1．00 1．33 1．30

貴任がもてる 1．51 1．43 1．49 1．47

人生の目標がある 1．09 0．84 1．01 1．00

うまくやれる自信 0．55 0．66 ゆ．71 0．62

人と気持ちを共有したい 0．36 9．29 0．17 一〇．02

話しを率直に聞ける 0．96 0．97 1．10 1．13

頑張りたい 1．50 1．53 1．43 1．49

やるぞという気持ちがわ 1．30 1．39 1．夏6 1．25

いてくる
人のために力になれる 1．04 1．03 0．97 0．90

思いやりある 0．96 e，97 1．01 0．85

家族の期待に応えている 0．85 0．80 0．81 0．64

使命感がある ＊20，96 0．82 ＊2e．89 1．oe

悩みを共有したい 1．33 1．36 1．20 1．33

喜びを共有したい 1．66 1．58 1．50 1．50

注）＊L

　　＊2

丁検定危険率5％（片側）有意
X2P＜0．05、1－2）の評価をした割合が非立会い群に多い

一73


